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司書教諭科目の
単位取得をめざす学生諸君へ
米　谷　茂　則
　皆さんは学部単位を取得しながら、教職単
位取得・教育実習をし、さらに司書教諭科目
の履修をするのですから、さぞ充実した学生
生活となることでしょう。
　学校教育の現場では平成14年4月から、小・
中学校では平成10年告示の学習指導要領（高
校では平成11年告示、平成15年からの実施）
が実施となります。総合的学習の時間の行方、
学力の保障はどうなるのかなどにっいて、一
般でも議論になっています。
　学校図書館にあっては、平成15年度からの
司書教諭の発令が全国各地でどういう形態に
なるのかが、大きな話題のひとっになってい
ます。今のところ、教員採用になってすぐに
司書教諭専任ということは、想定されていま
せんので、安心を。皆さんにとっては、とに
かく教員に採用されることの方が重大事、先
決と思われます。
　私の本務は小学校の教員です。大学は本学
の卒業です。それなのになぜ小学校の教員で
あるのか、という疑問がありましょう。これ
は大事なことです。もちろん小学校教員免許
を持っているからで、本学L）（外で取得したも
のです。私が教員として初任の学校で2年目
に担当したときの学年主任が、やはり明治大
学卒業の先輩でした。今では浦安市の小学校
校長です。同年同期の私の友人（法学部出身）
W氏は、小学校赴任後、理科教育で頭角をあ
らわし、千葉県教育庁千葉地方出張所指導主
事を経て、現在は習志野市の小学校教頭であ
り、校長目前というところです。これらは偶
然の身近な人の例であり、本学出身の小学校
教員は、千葉県にあって特にめずらしいとい
うことではありません。
　なぜこんなことを書いたのか。それは、何
としても教員になりたいという人のためにで
す。皆さんはこれから中学・高校教員採用試
験という難関に挑みます。私が得たデータに
よると、平成14年採用の東京都の場合、国語
科は中・高共通の16人合格で6．9倍、社会科
も中・高共通で倫理、政経が5人の合格で58
倍、歴史および地理が6人の合格で90倍でし
た。千葉県は中学校国語科が21人合格で10倍、
社会科が19人合格で14倍、高校は国語科が1
人の合格で64倍、社会科は倫理、政経が1人
の合格で47倍、歴史、地理が1人の合格で60
倍でした。この他に私立の中・高もあります
が、いずれにしろ高い競争率でしょう。この
ような難関にまともに挑戦するのも正攻な方
法ではあります。
　しかし、ここで小学校の場合を見ると、東
京都は566人の合格で5．3倍、千葉県では481
人の合格で2．8倍でした。もう少し範囲を広
げると、埼玉県は410人の合格で4．6倍、神奈
川県は370人の合格で3．6倍でした。他に、横
浜市や川崎市もあります。
　これは何とかしたい、と思いませんか。
　教員採用は、団塊の世代が停年の時期にな
るまで（それももう数年後ですが）は氷河期
が続くという予想でしたが、事実としては、
例えes平成13年度・千葉県においては、小学
校の正式教員が足らなかったのです。そして、
少人数指導などの需要の見通しに立って、14
年度の試験では430人という大量採用という
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ことなのです。15年度の試験でも同数程度の
採用見込みであるという。しかし、14年度の
大量採用にあっても、県内の某国立大学教員
養成学部出身者が採用試験に不合格となるの
です。ここにチャンスがあります。小学校に
興味を持っている方、小学校でもという方、
何が何でも教員になってみたいという方、私
の講義に顔を出し、声を掛けてください。小
学校教員の道についても、いろいろな方策を
考えていきましょう。
　ところで、私の専門は学校図書館運営、調
べ学習指導、読書指導です。
　本務は小学校ですので、中学・高校の免許
取得となる明治大学での授業の期待に応えら
れるのかどうか、少し自己紹介させてくださ
い。
　教員になって3年目に司書教諭資格を取得
し、以後20年以上学校図書館運営に携わり、
全国学校図書館研究大会、論文、著書におい
て運営論、配架論、機能論などの実践理論を
発表してきました。
　っぎには学校図書館をバックグラウンドと
して、昭和58年から調べ学習指導を本格的に
始めました。現在は調べ学習、課題研究など
がさかんになり、にわかに専門家になったよ
うな人もいるように見受けますが、私は昭和
の時代から実践を積み上げ全国大会での発表、
論文、そして「調べ学習」をキーワードにし
た著書が3冊あります。
　上記の学校図書館運営論と調べ学習につい
ては、私が担当するところの「学習指導と学
校図書館」の科目と大いに関連します。
　読書指導については読書活動集会、絵本読
書、そして「戦後の児童・生徒はどのような
本をどのように読んできたのか」について、
小学校から順次調査、研究しています。
　また、現職勤務のまま平成10年度から東京
学芸大学大学院に在籍し、修士論文「児童主
体の読書の学習・実践論」をまとめ、2年間
で修士課程を修了しました。
　現職教員の中には、県などからの派遣で上
越教育大、兵庫教育大、鳴門教育大の大学院
で高度の専門職性を身にっけた修士課程修了
者が、すでに例外的とはいえない人数になっ
てきています。これから学部卒で教員になる
方は、若いうちに修士課程を修了することが
必至となることでしょう。そういうことも気
にしながら、先の見通しを立てていくとよい
と思います。
　　　　　　　　t　最後になってしまいましたが、私が担当す
る「学習指導と学校図書館」の授業について
少し記します。その実践根拠は小学校ですが、
中学校・高等学校についても研究してきてお
ります。講義だけではなく、小・中・高等学
校図書館の紹介（ビデオ）、そして、中学、
高校での調べる学習、課題研究の実践の紹介
もしていきます。残念ながら、調べ学習など
の実践がさかんになってきても、実際に小学
生を含めて児童・生徒の調べ学習や課題研究
のレポートが公表されることは、あまり多く
はないのです。したがって、学生諸君の小・
中・高等学校での経験なども話してもらい、
多方向で授業を展開していきたいと計画して
います。
　実は現場においても、司書教諭が実際にど
ういう形態の発令になるのか、はっきりして
いないという不安があるのです。平成12年、
13年、14年度は発令に向けての準備期間といっ
てもよいのですが、それも残り1年です。平
成14年度は、先進的な自治体から、はっきり
した司書教諭発令の形態が発表になることが
予想されますので、その内容も紹介していき
ます。
　4年生の諸君は、就職、教員採用試験で道
が拓けるよう、最大限の努力をしてください。
3年生の諸君も準備を怠りなく。
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